
他

重
田　

益
美
議
員　

市
は
、﹁
府
中

市
職
員
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
﹂
を
策
定
し
、
温
室
効
果
ガ
ス

を
大
幅
に
削
減
し
た
と
の
新
聞
報

道
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
職
員
に
よ
る
温
暖
化

対
策
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
市

民
・
事
業
者
も
含
め
て
の
新
た
な

展
開
が
必
要
と
考
え
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
17
年
度
に
﹁
エ

コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
の
見

直
し
が
あ
る
と
聞
く
が
、
公
共
施

設
の
省
エ
ネ
対
策
を
民
間
に
委
託

す
る
こ
と
も
含
め
、
設
備
の
見
直

し
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
市
民
の
省
エ
ネ
行
動
の

誘
導
策
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
設

置
や
省
エ
ネ
家
電
製
品
の
買
換
え

へ
の
補
助
や
融
資
を
実
施
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

環
境
安
全
部
長　

省
エ
ネ
対
策
は
、

民
間
の
技
術
や
資
金
の
活
用
な
ど
、

導
入
の
可
能
性
を
含
め
、
調
査
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。　
　

　

買
換
え
等
の
補
助
や
融
資
制
度

は
、
他
の
自
治
体
の
制
度
等
を
参

考
に
し
て
、
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

こ
の
議
案
は
、
市
庁
舎
の
建
設
及
び
下
水
道
施
設
の

改
築
な
ど
新
た
な
行
政
需
要
に
備
え
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
市
役
所
西
庁
舎
は
昭
和
34
年
に

建
築
さ
れ
、
既
に
45
年
経
過
し
て
い
る
の
で
、
近
い

将
来
建
替
え
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
基
金
は
、

毎
年
３
億
円
ず
つ
10
年
間
積
み
立
て
、
30
億
円
を
目

標
に
し
て
い
る
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
庁
舎
建
設
は
、
資
金
計
画
等
、
市
民

の
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
耐
震
補
強
工
事
な
ど
当
面

の
施
設
整
備
を
考
え
る
と
、
時
期
尚
早
で
賛
成
し
か

ね
る
﹂、
一
方
、﹁
新
潟
県
中
越
地
震
等
を
見
て
も
、
庁

舎
が
防
災
上
の
拠
点
に
な
る
の
は
明
確
で
あ
り
、
様

々
な
こ
と
を
視
野
に
入
れ
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
の
で
、

提
案
に
賛
成
す
る
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に

よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。

　

こ
の
議
案
は
、
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の

定
数
の
変
更
を
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　

こ
の
議
案
は
、﹁
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
の
組
織
の
ス
リ
ム
化
を

図
る
こ
と
と
な
り
、
同
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員

の
定
数
を
15
人
か
ら
13
人
へ
と
変
更
す
る
も
の
﹂
等
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
全
国
農
業
会
議
所
か
ら
、
今
回

の
農
業
委
員
の
統
一
選
挙
に
当
た
っ
て
、
女
性
あ
る

い
は
青
年
農
業
者
等
の
立
候
補
を
促
す
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
議
会
の
推
薦
委
員
に
つ
い
て

も
、
こ
の
申
出
内
容
を
十
分
検
討
し
て
ほ
し
い
と
、

農
業
委
員
会
に
要
請
が
き
て
い
る
﹂
等
の
答
弁
が
あ

っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

第
４
号
議
案

府
中
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

総

務

委

員

会

第
７
号
議
案

府
中
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の

定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

文
教
経
済
委
員
会

　

こ
の
議
案
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る
各
種
保
健
事
業

の
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
新
た
な
保

健
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
現
在
未
使
用
と
な
っ
て
い

る
旧
都
立
府
中
小
金
井
保
健
所
の
建
物
を
買
い
入
れ
る

も
の

　

こ
の
議
案
は
、﹁
建
物
の
所
在
は
、
府
中
町
１
丁
目

30
番
地
の
１
、
構
造
は
地
下
１
階
地
上
３
階
建
、
延

べ
床
面
積
は
１
９
７
８
・
３
１
㎡
で
、
買
入
れ
予
定

価
格
は
５
２
１
８
万
５
０
０
０
円
で
あ
る
﹂
等
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
買
入
れ
に
伴
う
財
源
は
、
起
債

及
び
公
共
施
設
整
備
基
金
で
、
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１

ず
つ
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
建
物
の
改
修
に
際
し
て
は
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
対
応
の
ト
イ
レ
の
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
﹂

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
一
般
汚
水
の
下
水
道
使
用
料
を
平
均

４
・
５
６
％
引
き
下
げ
る
も
の

　

こ
の
議
案
は
、﹁
使
用
料
収
入
が
経
費
を
上
回
っ
た

た
め
改
正
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
１
か
月
の
排

水
量
が
24
㎥
の
標
準
家
庭
で
、
34
円
引
き
下
げ
ら
れ

１
１
８
６
円
と
な
る
﹂
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
引
下
げ
の
対
象
に
な
ら
な
い
、

１
か
月
の
排
水
量
が
10
㎥
以
下
の
使
用
者
の
割
合

は
、
件
数
で
40
・
６
％
、
料
金
で
６
・
３
％
、
水
量

で
は
10
・
４
％
で
あ
る
﹂
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
今
回
の
料
金
引
下
げ
に
は
賛
成
す
る

が
、
次
回
の
見
直
し
時
に
は
、
単
身
者
や
少
人
数
世

帯
が
増
え
る
中
で
、
料
金
の
引
下
げ
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
の
下
水
道
財
政
を
見
据
え
た
改
正
を
検
討
願
い

た
い
﹂
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な

く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

第
10
号
議
案

建
物
の
買
入
れ
に
つ
い
て

厚

生

委

員

会

第
９
号
議
案

府
中
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

建
設
環
境
委
員
会

常任委員会からの審査報告常任委員会からの審査報告

服
部　

ひ
と
み
議
員　

新
潟
県
中

越
地
震
後
、
政
府
中
央
防
災
会
議

は
、
国
と
し
て
初
の
被
害
想
定
を

発
表
し
、
首
都
直
下
型
地
震
の
発

生
が
、
近
い
将
来
避
け
ら
れ
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

地
震
発
生
時
に
、
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
個
人
住

宅
へ
の
耐
震
診
断
・
補
強
工
事
へ

の
助
成
制
度
が
有
効
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
同
制
度
を
既
に
実
施

し
て
い
る
自
治
体
の
状
況
及
び
同

制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

市
長　

住
宅
耐
震
診
断
・
補
強
工

事
に
対
し
て
、
都
内
で
助
成
制
度

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
数
は
、

平
成
16
年
度
で
耐
震
診
断
が
６
市
、

補
強
工
事
の
助
成
が
３
市
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
は
重

要
な
施
策
な
の
で
、

住
宅
耐
震
診
断
・
補

強
工
事
助
成
制
度
の

実
施
に
つ
い
て
は
、

先
進
市
の
例
を
参
考

に
研
究
を
進
め
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
料
の
減
免

制
度
の
拡
充
を
求
め
ま

す

　

調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
環
境
対
策

と
し
て
、
平
成
17
年
度
か
ら
都
が
防
音
助
成
事
業
を
行

う
。
こ
れ
は
、
調
布
飛
行
場
周
辺
で
、
騒
音
レ
ベ
ル
が

一
定
値
以
上
の
地
域
を
対
象
に
、
防
音
サ
ッ
シ
や
冷
暖

房
機
の
取
付
け
を
行
う
際
の
助
成
を
行
う
も
の
で
、
本

市
に
お
い
て
は
、
60
世
帯
が
対
象
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
関
し
て
、

国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
の
移
転
場
所
は
、
当
該

留
保
地
内
の
北
側
部
分
で
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
、
当
該
留
保
地
の
北
側
及
び
東
側
に
あ
る
不

整
形
地
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
で
あ
る

財
務
省
の
意
向
も
聞
く
必
要
が
あ
り
、
次
回
の
打
合
せ

時
に
出
席
を
依
頼
す
る
予
定
で
あ
る
等
の
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

府
中
駅
南
口
Ａ
地
区
の
市
街
地
再
開
発
準
備
組
合
で

は
、
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
事
業
協
力
者
が
決
定

し
た
こ
と
か
ら
、
当
該
準
備
組
合
の
事
務
局
体
制
の
整

備
・
強
化
を
行
い
、
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
府
中
駅
南
口
第
三
地
区
の
現
況
で
あ
る
が
、

再
開
発
ビ
ル
の
オ
ー
プ
ン
は
、
竣
工
式
を
３
月
16
日
に
、

商
業
施
設
の
開
店
を
３
月
17
日
に
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
﹁
た
っ

ち
﹂
は
３
月
17
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

府
中
駅
南
口
改
札
口
の
開
設
は
、
京
王
電
鉄
㈱
と
覚

書
を
締
結
し
て
お
り
、
現
在
、
工
事
に
先
立
ち
発
券
機

室
の
設
置
に
必
要
と
な
る
手
続
を
行
い
な
が
ら
、
工
事

着
手
に
向
け
準
備
を
行
っ
て
い
る
等
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

西
府
土
地
区
画
整
理
組
合
の
平
成
17
年
度
予
算
は
、

約
14
億
５
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

工
事
等
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、
区
画
道
路
予
定
地
内

の
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
、
下
水
道
や

道
路
築
造
等
の
工
事
が
施
工
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
は
、
ス
イ
カ
及
び
ア
ト
ス
︵
輸

送
管
理
シ
ス
テ
ム
︶
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
費
用
削

減
の
方
策
や
Ｊ
Ｒ
側
の
負
担
を
求
め
、
引
き
続
き
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
駅
設
置
承
認
に
向
け
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
今
後
、
国
に
申
請
す
る
こ
と

と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
と
し
て
の
新
駅
設
置
に
関
す
る
内
部
決

定
に
向
け
、
最
終
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
等
の

報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

鉄
道
対
策
特
別
委
員
会

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会

基
地
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

し
ゅ
ん
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住宅耐震診断・補強工事助成制度

　　創 設 す べ き で は

先進市の例を参考に

　 研 究 し て い る

省

エ

ネ

対

策

へ

の

　

　

市
　

の
　

取
　

組
　

は

民
間
技
術
や
資
金
の
活
用
等
を
含
め

　

　

調

査

検

討

し

て

い

く


